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看護職員の負担の軽減及び処遇の改善 

に関する取り組み 

 

 

当院では看護職員の負担の軽減及び処遇の改善に資するため、下記の取組を実施しています。 

 

1. 多職種からなる役割分担推進のための委員会の設置 

・定例開催：年 2 回（4 月 10 月） 

・委員⾧：事務⾧ 

2. 看護職員の負担の軽減及び処遇の改善に関する取組 

・部署間のリリーフ体制の実施 

・各専門職の役割を理解し、効率的なタスクシフティング、タスクシェアリングの推進 

・各専門職の業務の効率化 

 

 （具体例） 

 入浴日など人員不足が予測される日の病棟間のスケット体制 

 歯科衛生士採用による看護職員の口腔ケアの負担軽減 

 病棟クラークの職務分掌の見直し及び教育（患者対応可能な業務の拡充） 

 看護部での業務改革プロジェクトチームによる業務効率化への取組 

 臨床検査技師による採血 

 薬局が定期処方・臨時処方を見直し医師へ助言することによる、与薬業務の負担軽減 

 理学療法士による吸引の実施 

 就労移行支援事業部にへの業務委託 

 通信機器・グループウェアを利用した業務の効率化      等 
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